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BEERinMind:ニュージーランド
英語におけるHERE/ＨＡＩＲ融合！
渡辺宥泰
1゜はじめに
ニュージーランド（NZ）における英語の使用は，１７６９年１０月９日，現在
のGisborneに上陸したＪａｍｅｓＣｏｏｋ－行により開始された。以後230年余り
の歴史は独立宣言後のアメリカ史にほぼ等しく，けっして長いものではない。
しかし今や･世界のいかなる地域の英語とも異なる変種へと発展し，しかもその
特異な音声特徴が過去１世紀という短期間に形成された（あるいは形成されつ
つある）とすれば2，ニュージーランド英語（以下NZE）に世界中の言語学者
の視線が集まるのも当然であろう。
ＮＺＥを代表する母音変化としては，前舌母音（frontvowel)－/Be/,／e/－
の上昇や四つの上向き二重･母音（closingdiphthong）－/el/,/al/,/a｡/,/ａ｡/－
の推移等がよく知られている。これらはＮＺＥをＲＰやＧＡ（一般アメリカ語）
から識別する際にはマーカーの役を果たすが，前者の変化はオーストラリア英
語（以下OZE）と共通する部分が大きく，後者も階級変種間にずれはあるも
のの，やはりＯＺＥに平行する現象と言ってよい（渡辺1999：164-168)3.
母音に関して，ＮＺＥをＯＺＥと峻別する特徴は次の二つであろう。まず／I／
の［f～e］への中舌音化である。無強勢音節中におけるこの変化は，すでに
２０世紀初頭から記録されているが，強勢音節中の例について報告（と批判）
が集中するのは，１９６０年代以降のことである(GordonandDeversonl998：
38-40)。これを例証する「ＮＺではfishandchipsが`fushandchups,にな
る」という話は，あまりに有名である。ちなみにＯＺＥでは［i］に近付くため
`feeshandcheepsﾛとなると言われる。
もう一つ特筆すべきＮＺＥの特徴として，前舌中向き二重母音（front
centringdiphthong)－/１３/,／ea/－の融合（merger）がある。これは英米の
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ＰｈｏｔｏＬＢｅｅｒｉｎＭｉｎｄ Ｐｈｏｔｏ２．ＨｅｒｅｆｏｒＨａｉｒ 
標準的な発音に慣れた耳には，まことに奇異に聞こえる現象である。Ｐｈｏｔｏｌ
とＰｈｏｔｏ２は，筆者が1997年にChristchurch市内で撮影したものである4．
ＰｈｏｔｏｌはbeerT-shirt（ビールのブランド名を印刷したＴシャツ）の専門
店の看板，Ｐｈｏｔｏ２は美容院のウインドーであるが，いずれも二つの二重ff音
の融合を巧みに利用した命名である。MaclaganandGordon（1996:126）に
も同市内で営業中の店として，BeerEssentials（自家製ビールの材料店)，
HairtoPlease,HairNBeyond,HairToday,ＳｔｏｐＨａｉｒ（以上美容院）の例
が挙げられている。これら多くの店名からも，この融合がＮＺＥにしっかり根
をおろしている実態が理解されよう。
この母音融合はＮＺＥに関する音声Iﾙ先の'１｣で，最も頻繁に論じられてきた
話題の一つと言えるかも知れない。しかしながら融合の存在自体は自明として
も，その詳細，特に融合の方向については，現地研究家の間でも意見が一致し
ていない。本稿では融合をめぐるこれまでの議論の妥当性を考察しながら，こ
れらを包括的に説明する解釈を提案したい。
この融合には!/ｉｓ/～/ea/merger,（GordonandMaclaganl985:２５),EAIR
merger，（HolmesandBelll992:259）の名称がすでに与えられているが，筆
者は以後「HERE/ＨＡＩＲ融合」と呼ぶことにする。これは上記の店名からも
明らかなように，この両語を最も確実な融合例と見なすことができるからであ
る。ちなみにMaclaganandGordon（1996:133）によれば，両語は１９８０年
代半ばに／hie／に融合したことになっている。
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2．ＮＺＥ以外のHERE/ＨＡＩＲ融合
HERE/ＨＡＩＲ融合は確かにＮＺＥに特徴的であるが，同種の融合は世界各地
の英語に散見される。イギリスのEastAngliaでは，Norwichを中心に／ea／
への融合が知られている。これは単母音化した［。～2:］として実現されるこ
とが多い。（Trudgilll999:135)。
一方アメリカ英語に目を向けると，ＮｅｗＹｏｒｋＣｉｔｙでｈｅｒｅとｈａｉｒが共に
[he･］となる例が採取された他（Labovl966:537-538)，SouthCarolina州の
海岸地帯からは，／e貝／への融合が報告されている（KurathandMcDavid
l96L117)。カナダ英語についても，ニューファウンドランド島（Ｎｅｗfound‐
land）にbeer/bare/bearがすべて［be』］になる地域・社会変種が存在する
という（Wellsl982:499-500)。さらには遠くフォークランド諸島（Falkland
lslands）でも［ea］に融合する例が指摘されている（Sudbury2001:６９)。
HERE/ＨＡＩＲ融合は，カリブ海地域（theCaribbean）では広範に見られる
現象である。この地域の英語は母音直後のｒ音（postvocalic／r/）の有無に
より，いくつかの変種に分類されるが，これに呼応して融合音も異なる形態を
示す。Wells（1982:574-591）に倣えば，ｒ音を発するバルバドス（Barbados）
では/e:r/，非ｒ音地域であるバハマ（Bahamas）とトリニダード（Trinidad）
ではそれぞれ/ea/,／ea／［音声表記は［ia～e３ｺ]，そしてその中間域にあるガ
イアナ（Guyana）では／e:(r)／に融合する。同じく中間域とされるジャマイ
カ（Jamaica）ではｒ音をめぐる状況が複雑であるが，／e:r／を一般的な融合
例として挙げておくことにする［JamaicanCreoleでは／ier／（Chambers
l992:686)]。
以上の報告をＴａｂｌｅｌに整理する。報告者により音素・音声表記の違いが
あり，音声表記の精密度にも差があるが，大まかな融合の方向は把握できよう。
ここではHERE/ＨＡＩＲ融合が，トリニダードの一部の異音を除けば，すべて
/ee/側へ向かう変化である点に注意したい５．またカリブ諸国間を別にして，
融合が報告されている地域は互いに大きく隔たっており，大量移住の歴史的事
実もないことは重要である。つまりある特定地域で発生し，人的交流で伝播し
たとは考え難い現象である。
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TableLNZE以外のHERE/ＨＡＩＲ融合
3．ＮＺＥにおけるHERE/ＨＡＩＲ融合：歴史
ＮＺＥにおけるHERE/ＨＡＩＲ融合の起源を明確に特定できる証拠は見つかっ
ていない。ＮＺＥの発音を扱った，現存する最古の記述はMcBurney（1887）
であるが，HERE/ＨＡＩＲ融合については一切語られていない。また本格的な
発音研究の草分けとも言えるＷａｌｌ（1938）にもこの現象への言及はない。こ
れに対しTurner（1966:103）は，／ea／の第一要素が閉母音化している可能`'２ｋ
に触れ，「いかに/'３/と弁別されるのか興味深い」とのコメントを残している。
融合という用語の使用を慎重に避けているようにも見えるが，融合を示唆する
言語学者の記述としては，これが最も初期のものと思われる。
ところが，これ以前にも融合が存在していたことを窺わせる資料が，最近提
出されている。Ｅ,GordonとＭ､AMaclaganは1983年に老人ホームを訪ね，
73歳～97歳の計１１名の男女の発音を分析した。融合が予想される１１組の
ｗｏｒｄｐａｉｒを朗読してもらったところ，４人がcheer/chairないしsheer／
shareを／ee／に，１人がsheer/shareとhere/hairの２組を／ｉｓ／に融合させ
たという(GordonandMaclaganl990:138)。インフォーマントの年齢を考え
れば，これらの発音習`慣を1960年代以降に身につけたとは思われず，青年期
から保持していたと考えるのが自然であろう`。
また’940年代に録音された，いわゆるMobileUnitArchiveをPTrudgillが
分析した際,７７人中７希の話者［いずれも1865年～1895年生まれ］の発話に
HERE/ＨＡＩＲ融合の例（もしくは近接例）が認められた7。興味深いことに話
者の出生地には偏りがなく，移民第一世である親の出身地も，アイルランドか
らスコットランド，ロンドン，チャネル諸島（theChannellslands）さらに
はオーストラリアまで多岐にわたっていた（Gordonl998:６３)。これらの音声
地域|NoMich ＮｅｗＹｏＴｋ ｃｉｔｙ South Carolina Ｎｅｗｆｏｕｎｄｌａｎｄ Falkland Islands 
融合音 [e:～受:］ [｡．］ /e受／ [cJ[］ e］ 
地域 Jamaica Bahamas Barbados Ｔｒｉｎｉｄａｄ Ｇｕｙａｎａ 
融合音 /e:r／ /ea／ ノｅ:「 ／ 3／［ia～e3］ /e:(r)／ 
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資料に加え，MaclaganandGordon（1996:125）は，1923年出版の詩集の中
にｄｅａｒとfairの押韻例を発見している。
以上の状況証拠から，HERE/ＨＡＩＲ融合の歴史は２０世紀の始め，ことによ
ると１９世紀末にまで遡る可能性が出てきた。それではTurner（1966）以前
に指摘がなかったのはなぜなのだろうか。一つにはこの融合が今日ほど広範な
現象ではなかったためと推測される。例えば老人ホームの調査でも，融合は延
べ121組中わずか６組であり，出現率は５％にも満たない。MobileUnit
Archiveにおける出現率の低さは言うまでもない。
二つ目の理由として，LabovO966:574）も触れているように，経験豊か
な分析者も事前に予測できない変化は見逃しやすい事実がある。前例がない特
異な発音を「聞いた」としても，むしろ前例がないが故に，無意識的に既知の
音素の自由異音として処理してしまうことがあり得る。しかも後に見るように，
ＮＺＥにおけるHERE/ＨＡＩＲ融合は，融合の方向が一定していないので，他の
地域変種の場合と比べても一層気付き難かったことが考えられる。
加えてこれら二つの二重母音の使用頻度が低いことも，融合例発見の遅れに
繋がった可能性がある。Ｆｒｙ（1947）によれば，／ea／と／１９／の英語の音素全
体における出現率はそれぞれ0.34％，0.21％に過ぎず，２０母音中１７位，１８位
という下位にある。
4．ＮＺＥにおけるHERE/ＨＡＩＲ融合：融合方向
HERE/ＨＡＩＲ融合が，／1s／と／ea／いずれの音素に融合するのかについては
結論が出ていない。むしろ新たな調査結果が提出される度に，議論は混迷の度
を深めていく感がある。まずTurner（1966）以降に刊行された，融合に関す
る主な文献をTable2にまとめてみる。
表記上の違いをひとまず置くとしても，融合の方向が研究者により反対であっ
たり，同一研究者でも長期調査の途中で逆転していたりするケースがある。そ
の一方で表中には明示されていないが，HERE/ＨＡＩＲを区別する話者が，年
配層を中心に相当数存在している事実も忘れてはならない。
次章では，人口統計学的変数を考慮して，融合の傾向を少し詳しく検討して
みたい。
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Table2NZEにおけるHERE/ＨＡＩＲ融合
率融合が両方向へ認められた場合，傾向の大小を不等号で表す。またｏｒは方向が特定されないこと
を示す。
5．ＮＺＥにおけるHERE/ＨＡＩＲ融合：社会的変数
ここではＮＺの３都市で実施された調査一Table２におけるNo.５，Ｎｏ．８，
No.９－を基に，融合と性別，年齢，社会階級との相関関係を見ることにする。
Ｔａｂｌｅ３はBatterham（2000）によるAucklandの調査結果を要約したも
のである。この調査は，被験者を性別［Ｍ（男性)，Ｆ（女性)］の他に，年齢
別に３帯域［Age５５＋,Age３０＋,Ａｇｅｌ５＋］と社会階級別に３階層［ＵＭＣ
(上位中流階級)，ＬＭＣ（下位中流階級)，ＷＣ（労働者階級)］に分けて集計
している。調査自体は1989年に行われているので，ＨｏｌｍｅｓａｎｄＢｅｌｌ（1992）
やMaclaganandGordon（1996）が調査後数年で結果を公表しているのに比
べ，分析にずいぶんと時間をかけたことが分かる。微細な言語変化を捉える際
NC， 発表文献 融合音＊ 備考
１ Turner〔1966） ['a](?） 融合の可能性を示唆
２ Durkin（1972） [２０］ｏｒ[ee］ 
Westport,Greymouth,Reeftonに
おける１０～１２歳の男女を対象とす
る調査
３ Wells（1982） [１０］ 若年層に顕著
４ Bayard（1987） Bayard（1991） [ia]ｏｒ[ea］ 
Dunedinにおける1984～1985年の
調査；融合方向未記述
Ｐ０ ＨｏｌｍｅｓａｎｄＢｅｌｌ (1992） [ig］ｏｒ［ee］ Poriruaにおける1989年の調査
６ Bauer(1994） [jE］ 
７ TrudgillandHannah (1994） [§ｇ］ 
８ 
GordonandMaclagan 
(1990） 
GordonandDeverson 
(1998） 
MaclaganandGordon 
(1996） 
ノ！ a/＜/ea/(1983年）a/＞/ea／（1988年）
／ g/＞/e､／（1993年）
/is/＞/eg／ 
Christchurchにおける１９８３年
1988年，1993年の調査
Christchurchにおける１９９４年の
調査
９ Batterham（2000） [１９］ｏｒ[ea］ Aucklandにおける1989年の調査
Hosei University Repository
4９ 
TableaAucklandDataによる融合率
［Batterham（2000）を改作］
■、■國■雨
Ｏロ
簿:母数は9,352トークン論:母数は8,442トークン
には，調査時と論文発表時とのタイムラグにも注意を払う必要がある。
［ea]→[１３］の変化は，Ａｇｅ５５＋では男女ともほとんど発生例がないが，
年齢と社会階級が下がるにつれて増加する。この傾向は特に女性に顕著である。
最も出現率が高いのは，Ａｇｅｌ５＋ＷＣの女性で全トークン中284％を［Ie］と
発音している。Ａｇｅ３０＋ＷＣの女性が25.2％でこれに続く。興味を引くのは
Ａｇｅｌ５＋男性のＬＭＣ,ＷＣで，いずれも同性・同階級のＡｇｅ３０＋より低い値
になっている。
［1ｓ]→[es］の変化を見ると，Ａｇｅ３０＋ＬＭＣ,ＷＣの男`性に１０％をわずか
に超える高まりがある他は，３０歳以上はすべて－桁の低率である。しかし
Agel5＋では性別・階級を問わず増加傾向にあり，すべての欄でＡｇｅ３０＋を
上回る。特にＵＭＣの男性が示す325％は，際立って高い数値である。
次にJ,ＨｏｌｍｅｓらによるPorirua調査の検討に移る。PoriruaはWellington
北方に位置する，主に労働者階級から成る小都市である。ＨｏｌｍｅｓａｎｄＢｅｌｌ
(1992）は年齢を20歳台，４０歳台，７０歳台の３帯域，階級をＭＣ（中流階級）
とＷＣの２階層に分けて集計している。PoriruaProjectと呼ばれるこの調査
では，MaoriとPakeha（ヨーロッパ系ＮＺ人）の発音差の解明にも力点が置
かれたが，Ｔａｂｌｅ４はＭＣの資料が利用できるPakehaに絞った提示とした。
［ea]→[ｉｓ］の変化［表記に注意］は７０歳台ではゼロに近いが，４０歳台
ＷＣと２０歳台ＭＣに５０％を超える出現率がある［いずれも女性]。ただし２０
歳台でもＷＣは男女とも低下する。一方，［is]→[ea］の変化は７０歳台がや
や高い。４０歳台の女性は出現率が低く，特にＷＣでは皆無である。ところが
Auckland（1989年） [eg]→['３］ 
＊Ｉ 
ＵＭＣ ＬＭＣ ＷＣ 
['０]→[eg］ ＊２ 
ＵＭＣ ＬＭＣ ＷＣ 
Ａｇｅ５５÷ 
Ｍ 
Ｆ 
％ 
1３ 
1.7％ 
0６ 
％ 
Ｌ６ 
％ 
3.1 
％ 
6.8 
2.8％ 
2.9 
Ａｇｅ３０÷ 
Ｍ 
Ｆ 
9.1 
14.2 
11.2 
16.8 
18.9 
25.2 
3.5 
2.9 
10.9 
5.5 
10.6 
7.6 
Ａｇｅｌ５＋ 
Ｍ 
Ｆ 
12.0 
7.4 
8.6 
18.5 
145 
28.4 
32.5 
15.3 
15.4 
11.2 
13.1 
14.7 
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Table4．PoriruaDataによる融合率：MinimalPaiTsStyleの場合
［ＨｏｌｍｅｓａｎｄＢｅｌｌ（1992）を改作］
ＬｎＰｐリｎ－ｑＪＣ
Table5．ChristchurchDataによる融合率
［MaclaganandGordon（1996）を改作］
電熱
20歳台ＷＣは突然５１％～64％に急上昇する。つまりＷＣについては，２０歳
台と４０歳台との間に融合方向の逆転が生じたことになる。
最後にChristchurch調査について，MaclaganandGordon（1996）の要
旨をTable5に示す。1994年に６組のwordpairを用いて行った調査では，
性別に加え，階級を専門職（professional）と非専門職（nonprofessional)，
年齢を年配層（45～60歳）と若年層（20～30歳）に分けて集計している。年
Porirua（1989年） [ea]→[ia］ 
ＭＣ ＷＣ 
[ig]→[ea］ 
ＭＣ ＷＣ 
Ａｇｅ70-79 
Ｆ 
Ｍ 
2％ 
ＮＡ 
2％ 
２ 
26％ 
ＮＡ 
28％ 
1７ 
Ａｇｅ４０－４９ 
Ｆ 
Ｍ 
1８ 
ＮＡ 
6２ 
2７ 
1６ 
ＮＡ 
０ 
2４ 
Ａｇｅ２０－２９ 
Ｆ 
Ｍ 
5６ 
ＮＡ 
3９ 
2１ 
1７ 
ＮＡ 
5１ 
6４ 
Christchurch →/ia／ →/ea／ 弁別 TotalNumber ofWordPairs 
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配層では両母音の弁別率が非常に高く，特に専門職では７０～80％に近い。弁
別率は年代，階級が下がるにつれて低下し，若年・非専門職では２％以下とい
う，文字通り激減である。
／ie/への融合を見ると，年配層は専門職の女性が異例に低い（9.5％）ことを
別にすれば30～40％台の出現率である。若年層になると専門職の男性が50％
台の他は，８０％から100％に迫る極めて高い数値を示す。／ea/融合の方はこれ
とは対照的に，年配層の女性で10％をわずかに超える以外はすべて－桁以下
である。このような傾向は，1983年から５年周期で行った調査にも現われて
いる。「/ea/への融合」「弁別」が共に減少する一方，「/ｉｓ／への融合」は１９８３
年の２０％台から1993年には70％台に急上昇している。
ところでTable3～Table5で示されている数値は，異なった集計方法と調
査材料に基づいていることに留意すべきである。つまり融合傾向と社会的変数
の相関は，それぞれのTable内部で考察するべきで，３都市間で絶対値を比較
することは無意味である。例えばTable3とTable4は，［1ｓ]／[ｉｓ］に向かう
変化と，［ea］に向かう変化を別個に集計しているが，Table5はどちらの側に
融合したかによって分類する。後者の方式では，値は「/ｉｓ/への融合」「/ee／へ
の融合」「弁別」のいずれかに収まることになる［合計で原則100％となる]8。
また，材料のstyleにも違いがある。Table5の1983年～1993年調査は，
readingpassageとｗｏｒｄlist［いずれもwordpairを含む]，それにminimal
pairを用いている。Ｔａｂｌｅ３ではこれらにcasual/formalconversationを加
えている。Table4とTable5の1994年調査はminimalpairのみの分析であ
る。
6．傾向の分析と問題
集計方法や調査材料の違いにもかかわらず，３都市に共通する傾向があるこ
とに気付く。まず年齢が若くなるにつれて両母音の弁別率が低下することであ
る。「/19/への融合」という流れも低年齢化と共に強まり，Christchurchでは
これ一色の感がある。ただしPoriruaの若いＷＣには逆流が見られ，
Aucklandの若者の一部でも若干減少していることは要注意である。
「/ee/への融合」は相反する様相を呈している。Christchurchではすでに
消滅間際まで衰退しているが，Aucklandでは中年層の一部から一貫して増加
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の傾向にあり，Poriruaでも若年層で増加に転じている。特にAucklandの若
いＵＭＣ男性とPoriruaの若いＷＣでは主流を成す勢いである。
／ee/融合をめぐるこの両極端な違いは，一体どこに由来するのであろうか。
Batterham（2000:119,132-133）は理由の一つにサンプルの違いを挙げている。
例えばreallyは極めて使用頻度の高い語であるが，Auckland調査では９９．１
％という高率で［1ｓ］として実現されたため，Table3の集計からは除外され
ている。しかしChristchurchのサンプルにはこの語が含まれており，「/ig／
への融合」の数値を高めたことは否定できない。とは言え，これだけで「/ea／
への融合」がChristchurchで激減し，PoriruaとAucklandの若年層で急速
に勢力を拡大している事実を説明できるとは思えない。
PoriruaとChristchurchの人口構成の違いを指摘する声もある。前者は
ＷＣ中心，後者はＵＭＣ中心の都市であるという（HolmesandBelll992:253,
263)。これに対しては，PoriruaでＭＣのサンプルを，他方Christchurchで
は「非専門職」や社会経済的に低い階層のサンプルも収録しているではないか，
という反駁が可能であろう9．
伝播の可能性はどうか。Batterham（2000:133-136）は，Dunedin調査
[Table2のNo.４の文献を参照］とAuckland調査を比較し，融合の発生に
タイムラグがある点に注目している。まずDunedinで，続いてAucklandで
HERE/ＨＡＩＲ融合の流行がそれぞれ２回あったとし，少なくとも１回目は
Dunedinから伝わったとの仮説を紹介している。しかもその伝播に一役買っ
たのが，Dunedinで大学時代を過ごした医師や歯科医だというのである'0。何
とも大胆な説であるが，Poriruaの７０歳台女性にも２０％以上の融合が見られ
たこと［[ｉｓ]→[ee］の変化]，MobileUnitArchiveの当該話者の出身地が
多様であったこと［第３章参照］を考えると，Dunedin起源説は説得力に乏
しい。そして何よりも人気タレントならいざ知らず，少数の開業医がＮＺ中の
発音体系を変えるほどの影響力を持ち得るものだろうか。
7．解釈
ＮＺＥに２方向のHERE/HAIR融合が併存しているとすれば，この事実を合
理的に説明できる解釈が求められよう。第２章で詳述したように，／1s／が／ee／
に向かう融合は世界各地に見られる。このことから筆者は，／ea／へ融合しよ
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うとする傾向が，英語の発音体系にいわば劣性遺伝子のように，潜在している
のではないかと考えている。その意味でＮＺＥにおける／ee／への下向き融合
は，英語の自然な変化傾向の具現と言えるであろう。
ここでＮＺＥ特有の前舌母音の上昇に触れておく必要がある。この上昇現象の
起源が歴史上どこまで遡れるかについては，議論の余地があろうが，少なくとも
現在ではCultivatedNZEを除き確実に定着している'１゜例えば，ＲＰの／e／は
基本母音３番［E］から２番［e］にやや寄った所にあるが（Cruttendenl994：
101-102)，現代ＮＺＥのそれは基本母音２番の上一［2］－にまで上昇してい
る。ここは高さではＲＰの／'／にほぼ等しいが，さらに前舌の位置である12．
上昇変化は/ee／にも及び，ＲＰで基本母音３番近くにあるその第一要素も，
ＮＺＥでは２番あるいはそれ以上の高さにあると思われる。WatsonMaclagan
andHarrington（200ｑ６１）の音響音声学的な分析からも，第一要素が，／e／
[つまり［§]］に接近していることが理解される。ＲＰの/ee／が音声学的には
[Ce］（もしくは［a]）であるのに対して，ＮＺＥの／ea／は文字通り［ee］なの
であり，理にかなった音素表記となっている。またＮＺＥで/ea／と／1ｓ／を区
別する人でも，両二重母音間の距離はＲＰの場合よりずっと近いことになる。
さて一部の人々においては，／'０/が/ee/に融合しようとする下向きの変化と，
/ee/の第一要素の上昇が［e］の音域で出会うことになった。これが「/ea／へ
の融合」の生起である。ＮＺ各地の年配者に報告されるHERE/ＨＡＩＲ融合の
多くは，このパターンと見られる。英語の他の地域変種と比べ，融合音の位置
が高いのは，前舌母音の上昇を受けた証左である。また前舌母音の上昇が見ら
れないCultivatedNZEの話し手に，HERE/ＨＡＩＲ融合が生じないのは，も
はや自明であろう。
一方/1s／に向かう上向きの融合については，ＮＺＥ以外に報告例がない以上，
原因はＮＺＥ独自の音体系にあるはずである。ところでこの音素表記には補足
すべき点がある。これまでＮＺＥの／1ｓ／は，第一要素がＲＰのそれより高いと
され，［ｉｓ］と音声表記されるのが通例であった。例えばTable2においても，
多くの文献が［i3］を使用し，ＥGordonは音素も一貫して／ｉｓ／と表記して
いる。ところがWatson,MaclaganandHarrington（2000:60-66）による音
響分析で，／'e/の第一要素が過去50年間に降下している事実が判明した。す
なわち，MobileUnitArchiveの男女４人の平均値がＦ１:322Ｈｚ，Ｆ２:2,207Ｈｚ
であったのに対し，現代ＮＺＥではＦ１:３７８Ｈｚ，Ｆ２:2,499Ｈｚとなっている。こ
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れは/i／（F1:２９６Ｈｚ，Ｆ２:2,581Ｈｚ）からはかなり離れており，第一要素が／e／
(F1:４０３Ｈｚ，Ｆ２:2,485Ｈｚ）に近付いたことを示している。したがって/Ia/は，
音声学的には［je］もしくは［Ｅ３］と表記した方が適切であろう。
／'a／の降下が起きた原因は特定できない。しかし／'／の中舌音化という
ＮＺＥ特有の変化と関係していたことは大いに考えられる。つまり／I／が田
もしくは［e］の位置に大きく後退したことにより，基本母音２番上の領域に
余裕ができた。そのため前舌母音の上限位置である［i］に同居していた／'e／
の第一要素が，空き領域に下りてきたのである。さらにはこの下降こそが，英
語に潜在していたHERE/HAIR融合を起動させる契機になった可能性もある。
1980年代も後半に入ると，ＮＺＥの発音をＲＰからの逸脱ではなく，独自の
特徴として肯定的に捉える姿勢が，一般国民の間にも浸透してきた。無教養の
レッテルを貼られていた一連の前舌母音の上昇も，批判にさらされることが少
なくなったわけである。ところでChristchurch調査では1983年から1988年
の間に，融合の向きが逆転している。これをGordonandMaclagan（1990：
142）は，／ie/への融合に対するｓｔｉｇｍａが消えたためと説明するが，もし以
前にstigmaがあったとすれば，それは/i3／だけでなく，上昇した前舌母音す
べてに向けられていたと見るべきであろう。
果たして上昇が「公認」されると，／eg/の第一要素はさらに上昇し，［e］を
越えて［目～j］にまで至ったケースが想定される。下降してきた／'e/とこの
位置で出会うと［皇a～je］として融合が生じる。このような場合，［ね]を/ＩＤ／
ないし/ね／と音素表記するのは穏当であるとしても，［§a］を／ee/と／'e／の
どちらの異音に扱うかは研究者の視点次第である。一般に／'３／への融合が中
年以下の世代に多いとされるのは，前舌母音全体の上昇がその世代で顕著だか
らと説明できよう。
以上の議論を要約すれば，HERE/ＨＡＩＲ融合が２方向に展開するという表
現は，適切でないことになる。実際には世界の他の地域変種と同様，ＮＺＥに
おいてもベースとなっているのは／1ｓ／から／ea／に至る融合である。「/Ia／へ
の融合」と称される場合も，／'３／自身は［ｉｓ］から［ja］以下の位置に下降し
ている。要は受け手の側である／ea/の第一要素が/e／と共に上昇してしまっ
たため，その上昇の度合いによって［ee］から［ね］に至る範囲で融合が生じ
たのである。HolmesandBell（1992:271）は，融合が［目e］に落ち着くもの
と予測しているが，この位置を融合音の中心域と考えるのは合理的であろう。
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[eg］と［je］は，この新しい音素の下限と上限にあたる異音ということにな
る。HolmesandBell（1992:261）はまた，個人によって融合の方向が一定で
あるとも述べているが，これは取りも直さず，個人毎に融合の音域が確定して
いることを意味する。音声学の授業にあってもHERE/ＨＡＩＲ融合を起こして
いる学生は，二つの二重母音を聞き分けることが難しいという(Gordonand
Maclaganl990:129)。その学生にとっては，どちらも同一音素の異音なので
あるから，弁別に苦労するのは当然であろう。
ではなぜ･世界各地の英語にHERE/ＨＡＩＲ融合が起きているのか。この根源
的な問いに答えることは難しい。ただ注目に値するのは，ＲＰの後舌中向き二
重母音（backcentringdiphthong）に起きている変化である。すなわち［Ce］
から〔o:］への単母音化が定着したのを追って，／0ｓ／も／o:／に融合する傾向
が強まっている。年配層にはまだ/0:/,／００A／０３/の３音素を弁別する人もあ
るが，若年層はいずれも／o:／に融合させてしまう。例えばｐａｗ,pore,ｐｏｏｒ
はすべて/po:／となる（TrudgillandHannahl994:11)。この融合と対称的
な位置で起きているのが，HERE/ＨＡＩＲ融合なのである。つまり，後舌中向
き二重母音の消滅による母音体系の不均衡を是正しようとする「力」が，
HERE/ＨＡＩＲ融合を進行させているとも考えられよう。実際Ｔａｂｌｅｌに見る
ように，ＮＺＥ以外では／o:／と平行するように，単母音化された［e:］ないし
[E:］への融合も多い。ＮＺＥについても詳細な集計こそないものの，／ee／の単
母音化された異音の存在が，Turner（1966:103）以来度々指摘されている。
最後に，PoriruaとAucklandの若年層に見られた「/ea/への融合」の急増
について触れておきたい。この異変は，現代ＮＺＥで大勢を占める「/13／への
融合」に対する若者特有の反抗・反体制意識の発露ではないだろうか。これと
は対照的に，社会的地位に敏感で一般に保守的とされる中年女性層で，／ea／
への融合率が低いことは見逃せない。
それではChristchurchに／ea/融合復活の兆しが見えないのはなぜだろう
か。これは単に，北島の流行が南島のChristchurchにまで及んでいないとい
う問題ではなさそうである。数字に表れる年齢や階級以外の要素が，この地の
言語使用に影響を与えているとしか考えられない。Christchurchのある
Canterbury地方はＮＺを代表する農業地帯である。そして人口構成は，北島
の大都市と比べPakehaの比率が高いことに特徴があり，市民はイギリス以上
にイギリス的と評される緑豊かな町並みを誇りとしている。ここを訪れた人は，
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教養や良き伝統，親密な地域社会といったものを現在でも実感する機会が多い
はずである。「/1ｓ/への融合」が今やＮＺＥで主流を成し，保守的な発音とさ
えなりつつあるとすれば，このような地域文化とも通ずろところがあると思わ
れる。しかしながら，本質的に数値化を拒む「街の雰囲気」との相関を論証す
ることは難しい課題である。
《注》
１本稿は，2001年度法政大学特別研究助成金によるニュージーランド英語研究の
成果である。
２McBurney（1887）によれば，ＮＺ特有の発音例もいくつか指摘されるものの，
１９世紀中は総じて本国イギリス以上に「純粋な」発音が維持されていたという。
ところが２０世紀に入るとすぐ，学校視察官報告書（schoolinspectors,妃ports）
や新聞・雑誌上で，四つの上向き二重母音を始めとして「あるまじき植民地なま
り」（objectionablecolonialdialect）に対する厳しい批判が始まる。例えば
GordonandDeversonO998:23-25）に収録された記録を参照されたい。
３英米滞在中に自分の発音をＯＺＥと評されたＮＺ人は少なくない。ＯＺＥとの違い
を自明とまで感じているＫｉｗｉにとって，これはなんとも不可解な体験らしい。
一方，SydneyのＮＺ人がタスマニア出身者と間違われるという指摘もあるが
（McCrumMacNeilandCranl992:328)，こちらは多分に誇張されたところが
ある。Weatherall,GalloisandPittam（1998:157-160）の実験結果からも分か
る通り，ＫｉｗｉとAussieはかなりの精度で互いの英語を聞き分けていると思わ
れるからである。
４これらの写真をトリミングしたものが，GordonandDeverSon（1998:50）に採
録されている。
５トリニダードの領有が，スペインからイギリスに移ったのは1797年のことであ
る。１９世紀以降，周辺地域やアメリカ，さらにはインドからも大量の人口流入
があり，英語の他にスペイン語，FrenchCreole,EnglishCreolaHindiと様々
な言語が持ち込まれることになった。異音［ia］にはCreoleの影響が考えられ
る。
６ＨｏｌｍｅｓａｎｄＢｅＵ（1992:261）は，HERE/ＨＡＩＲ融合が1950年代から６０年代
に，中流階級の若いヨーロッパ系女性から始まったと推論している。
７NewZealandBroadcastingServiceは，1946年MobileDiscRecordingUnit
と称する取材班を設立した。その目的はＮＺの田園地帯を巡り，古老の開拓時代
の回想を収録することであった（Lewisl996:２６)。MobileUnitArchiveとし
て知られるこの録音は，１９世紀後半から２０世紀初頭に生まれた人々を対象とし
ており，当時の音声研究資料としても貴重なものである。現在OriginsofNew
ZealandEnglish（ONZE）Projectの一環として，UniversityofCanterbury
の言語学科教員を中心に分析が進められている。
８この方式では，調査材料が必ずwordpairを成している必要があり，ｆｒｅｅspeech
を扱えないという欠点がある。また二つの変化が交差してしまった場合，例えば
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hereが/hea/，hairが／hla／と発音された例も，「弁別」としてカウントされて
しまう問題もある。MaclaganandGordon（1996:143）によれば，このような
「逆弁別」の例が1983年，1988年，1993年にそれぞれ５組，４組，６組，認めら
れたという。
９１９８３年～1993年の長期調査が行われた四つの中等学校は，社会経済階層
（socioeconomicclass）に対応すると考えられている（MaclaganandGordon
l996:134-135)。私立の男子校と女子校は上層に［上流（upperclass）ではない]，
共学の公立２校は中層と下層にそれぞれ属するとされる。
101968年UniversityofAucklandに医学部が増設されるまで，ＮＺの医師は伝統
的にDunedinのUniversityofOtagoに学んだ。ここは現在でも，歯学の学位
を授与する国内唯一の大学である。
１１MitchellandDelbridge(1965:３５）によるＯＺＥの分類に倣って，ＮＺＥの社会変
種にもcultivated,GeneraLBroadの３種を認めるのが一般的である。ただし３
種の境界はあいまいで，漸次的な連続体である点に注意すべきである。
ｌ２ＮＺＥ特有の前舌母音上昇は，他の英語変種を話す人々とのコミュニケーション
の際，滑稽な逸話を生み出す。農場を経営するあるイギリス移民は，ｐｅｇとｐｉｇ
の誤解例を語ってくれた。筆者自身も電話のやり取りで，ｐｅｎとＰＩＮ（Personal
ldentificationNumber）を取り違えた経験がある。
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